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ご
あ
い
さ
つ 

い
つ
の
間
に
か
師
走
も
半
ば
を
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
時
間
の
経
過
が
と
て
も

早
く
感
じ
ら
れ
る
昨
今
で
す
。 

さ
て
、
12
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
平

成
18
年
山
北
町
議
会
第
４
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
補
正
予

算
、
人
事
案
件
で
、
他
に
条
例
の
改
正
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

速
報
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
知
ら

せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ
い

て
ご
意
見
な
ど
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

現
在
の
議
員
の
任
期
は
来
年
４
月
で
、

残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町

の
発
展
の
た
め
に
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

と
し
は
る
通
信 

川村としはる 
   （俊治） 

 

一
般
質
問 

高
松
山
畜
産
団
地
構
想
の 

進
捗
状
況
は
ど
う
か 

平
成
14
年
に
議
会
の
議
決
を
経
て
、
土

地
開
発
公
社
が
破
産
財
団

所
有
地
他
を
取
得
し
、
高

松
地
区
の
振
興
の
た
め
に

畜
産
団
地
整
備
構
想
が
策

定
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る

 。

質
問 

平
成
17
〜
18

年
度
に
は
国
の
直
轄
に
よ

る
基
本
調
査
を
実
施
し
、

①
地
元
の
意
向
確
認
、
地

元
組
織
の
設
立
、
地
元
調

整
開
始
、
②
事
業
主
体
の

調
整
、
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。 

答
弁 

①
資
源
循
環
型
畜
産
団
地
の
モ

デ
ル
を
提
案
、
43
戸
全
員
か
ら
推
進
の
意

向
が
あ
り
、
推
進
委
員
会
を
設
立
し
、
全

員
の
協
力
体
制
が
確
立
し
ま
し
た
。
②
事 

 業
主
体
と
な
る
法
人
を
設
立
す
る
た
め
、

関
係
者

調
整
中
で
す
。 

と

質
問 

中
山
間
保
全
整
備
事
業
と
は
何

か
。
関
係
行
政
機
関
と
の
調
整
状
況
は
ど

う
か
。 

答
弁 

高
松
地
区
振
興
の
た
め
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
が
主

で
す
。
国
が
積
極
的
で

す
が
、
国
の
補
助
を
受

け
る
た
め
に
は
面
積
が

必
要
で
、山
北
、松
田
、

大
井
、
南
足
柄
の
内
山

地
区
が
含
ま
れ
ま
す
。 

県
は
森
林
、
農
業
を

一
体
整
備
す
る
農
業
の

あ
り
方
の
基
本
調
査
を

す
る
も
の
で
す
。
整
備

構
想
調
査
を
１
年
延
ば

し
ま
す

 。

質
問 

近
隣
市
町
も

負
担
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
見
合

っ
た
受
益
が
な
け
れ
ば
構
想
に
乗
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
現
状
は
ど
う
か
。 

答
弁 

南
足
柄
は
農
業
団
地
の
整
備
が

あ
り
、
市
が
受
益
者
と
な
る
た
め
本
構
想

は
ス
ト
ッ
プ
。
大
井
は
事
業
の
検
討
が
遅

れ
て
い
る
。
松
田
は
対
象
面
積
が
少
な
い

の
で
観

農
業
で
行
く
方
針
で
す
。 

２００６．１２

No.１８ 

編集、発行 
川村俊治 
〒258-0111 
山北町向原

17-10 
℡75-0928 

E-Mail 
t-kawamu@mv
d.biglobe.ne.jp 

うだつの町並み 

徳島県脇町 

光

質
問 

今
後
の
整
備
構
想
の
見
通
し
は

ど
う
か
。
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か

 。

答
弁 

事
業
主
体
と
な
る
企
業
を
含
め

て
構
想
を
立
て
、
実
現
に
向
け
て
全
力
で

推
進
し
ま
す
。
各
市
町
に
は
説
明
を
し
て

協
力
を

し
入
れ
ま
す
。 

申

質
問 

匿
名
で
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
、
高
松
地
区
に
つ
い

て
、
特
定
の
人
間
の
利
権
が
あ
る
、
町
長

が
代
わ
っ
た
の
で
事
業
は
や
ら
な
い
。
な

ど
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
こ
れ
ら
を
ど
う

思
う
か
。 

答
弁 

全
く
問
題
に
す
る
べ
き
で
な
い

と
思
い
ま
す
。 

個
人
情
報
保
護
条
例
を
改
正 

町
で
は
「
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

確
保
」
と
「
個
人
情
報
の
開
示
及
び
訂
正

を
求
め
る
権
利
の
保
障
」
を
柱
と
し
て
個

人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。 

法
律
に
罰
則
等
が
規
定
さ
れ
た
た
め
条

例
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

主
な
改
正
点
は
罰
則
等
の
創
設
で
す
。

町
の
職
員
や
受
託
業
務
従
事
者
、
指
定
管

理
者
業
務
従
事
者
が
、
情
報
漏
え
い
を
行

っ
た
場
合
に
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

罰
則
の
重
さ
は
国
、
県
の
行
政
機
関
の
職

員
と
同
じ
で
す
。 

この議会報告はホームページ http://www5b.biglobe.ne.jp/~tokkaru/ でもご覧いただけます。 
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後
期
高
齢
者
医
療 

広
域
連
合
規
約 

平
成
20
年
度
か
ら
、
75
歳
以
上
を
対

象
に
し
た
新
た
な
医
療
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
神
奈
川
県
内
全
市
町
村
で

構
成
す
る
「
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
」
を
設
立
し
、
法
定
事
務
を
行

い
ま
す
。
町
で
は
保
険
料
の
徴
収
、
各
種

申
請
受
付
け
な
ど
の
窓
口
業
務
を
担
当
し

ま
す
。（
法
律
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。） 

市
町
村
の
代
表
が
広
域
連
合
の
規
約
を

作
成
し
、
各
市
町
村
の
議
会
に
承
認
を
求

め
て
き
ま
し
た
。 

審
議
の
結
果
、
①
高
齢
者
に
と
っ
て
保

険
料
が
高
す
ぎ
る
。
②
広
域
連
合
へ
の
経

費
負
担
金
が
都
市
部
に
比
べ
町
村
部
に
割

高
感
が
あ
る
。
③
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
大

都
市
も
町
村
も
同
額
程
度
の
費
用
が
か
か

り
町
村
部
の
負
担
が
大
き
い
。
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
。 

２
年
後
の
見
直
し
時
期
に
、
こ
れ
ら
意

見
を
提
案
し
て
改
善
の
努
力
を
す
る
、
と

の
答
弁
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
承
認
し
ま

し
た
。（
賛
成
12
反
対
５
、
川
村
は
賛
成
） 

§ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

§ 

75
歳
以
上
の
「
後
期
高
齢
者
」
全
員
が

加
入
す
る
公
的
医
療
保
険
制
度
。
２
０
０

６
年
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
医
療
制

度
改
革
関
連
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
、
２
０

０
８
年
度
か
ら
新
た
な
独
立
型
の
健
康
保

険
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
保
険
料
は
原

則
と
し
て
加
入
者
全
員
か
ら
徴
収
す
る
。

保
険
料
徴
収
は
市
町
村
が
行
い
、
財
政
運

営
は
全
市
町
村
が
加
入
す
る
都
道
府
県
単

位
の
広
域
連
合
が
担
当
す
る
仕
組
み
。
財

政
は
、
本
人
保
険
料
１
割
▽
税
金
約
５
割

▽
74
歳
以
下
が
加
入
す
る
各
健
康
保
険

か
ら
の
支
援
金
約
４
割－

の
比
率
で
負
担

す
る
。
保
険
料
は
広
域
連
合
ご
と
に
決
定

す
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
２
０

０
８
年
度
の
制
度
発
足
時
に
は
月
額
６
２

０
０
円
程
度
（
全
国
平
均
）
に
な
る
見
通

し
。
配
偶
者
や
子
供
の
扶
養
家
族
と
な
っ

て
い
る
た
め
保
険
料
を
払
っ
て
こ
な
か
っ

た
人
は
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
２
年
間

半
額
に
な
る
。出
典:

イ
ザ
辞
典（
Ｗ
ｅ
ｂ
） 

人
事
案
件 

山
北
町
教
育
委
員
会
委
員 

２
名
の
方
が
新
た
に
教
育
委
員
会
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

○
松
下
千
恵
子
氏 

山
北
町
向
原 

 

任
期
は
平
成
18
年
12

14
日
〜 

月

平
成
20
年
0

23
日 

1
月

○
鈴
木
猛
史
氏 

 

山
北
町
岸 

 
 

任
期
は
平
成
19
年
１
月

日
〜 

１

平
成
22
年
12
月
31
日 

 

南
足
柄
市
外

ヶ
町
組
合
議
会
議
員 

二

○
牧
田
富
彌
氏 

山
北
町
岸 

が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

公
務
中
の
飲
酒
で
減
俸 

町
長
が
自
身
を
処
分 

瀬
戸
町
長
は
議
会
冒
頭
の
挨
拶
で
、
先

の
丹
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
飲
酒
に
つ

い
て
謝
罪
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
緊

急
質
問
を
行

ま
し
た
。 

い

緊
急
質
問 

丹
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

山
北
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ

り
、
山
北
町
、
山
北
町
教
育
委
員
会
、
町

体
協
が
主
催
し
、
中
学
生
を
含
む
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
の
も
と
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

当
日
の
町
長
は
①
大
会
会
長
で
あ
る
こ

と
、
②
公
務
中
で
あ
る
こ
と
、
③
飲
酒
場

所
が
校
舎
内
で
あ
る
こ
と
、
④
飲
酒
の
後

に
表
彰
式
に
出
た
こ
と
等
で
あ
り
、
そ
の

行
為
の
影
響
は
重
大
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

町
民
か
ら
各
議
員
に
対
し
、
厳
正
な
対

処
を
求
め
る
要
望
文
書
や
、
電
話
あ
る
い

は
口
頭
で
の
要
望
が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
町
民
の
意
見
は
看
過
で
き
な
い

の
で
町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。 

１
、 

謝
罪
を
さ
れ
た
が
事
実
関
係
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
事
実
と
動
機

的
原
因
を
述
べ
て
ほ
し
い
。 

２
、 
本
件
は
謝
罪
を
し
て
す
む
問
題
で

は
な
い
。
町
長
は
行
政
の
長
と
し
て
自

自
身
の
責
任
を
ど
う
取
る
の
か
。 

分

３
、 

町
民
や
当
日
の
参
加
者
、
あ
る
い

は
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
対

し
て

の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

ど

答
弁 

丹
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
に
は
過
去

18
回
参
加
し
て
お
り
、
大
会
会
長
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
に
対
す
る
励

ま
し
と
大
会
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
考
え
て
参

加
し
た
。
昼
食
時
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
缶

ビ
ー
ル
を
買
っ
て
食
べ
よ
う
と
考
え
た
。

昼
食
が
出
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
11

時
20
分
に
２
０
キ
ロ
の
ス
タ
ー
ト
が
終

わ
っ
て
、
昼
食
の
た
め
３
階
へ
行
っ
た
。

部
屋
に
は
５
〜
６
人
い
た
が
、
悪
意
は
な

く
普
通
に
食
事
を
終
わ
っ
た
。
誰
か
が
言

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。 

責
任
と
し
て
は
議
会
で
反
省
と
謝
罪
の

弁
を
述
べ
ま
し
た
。 

町
民
に
対
し
て
は
広
報
で
文
書
と
し
て

謝
罪
し
ま
す
。
他
の
関
係
者
に
対
し
て
は

何
ら
か
の

法
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

方

再
質
問 

責
任
の
取
り
方
に
つ
い
て
は

も
っ
と
目
に
見
え
る
形
で
表
し
て
ほ
し
い
。

職
員
で
あ
れ
ば
懲
戒
処
分
が
あ
る
。 

答
弁 

減
俸
を
受
け
よ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

再
質
問 

町
長
に
明
確
な
答
弁
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
妥
当
性
は
町
民
が

判
断
す
る
も
の
で
す
。
今
後
の
行
動
を
含

め
て
、
町
民
の
判
断
と
動
き
に
よ
っ
て
は

議
会
と
し
て
、
今
後
と
り
得
る
手
続
き
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い

う
こ
と
を
申
し
上
げ
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。 
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